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会務報告	 2018 年 4 月～2018 年 9 月	

４月		

１２日	京都商工会議所常議員会	

２３日	ＫＹＯのあけぼのフェスティバル実行委員会	

２５日	京都商工会議所青年部通常会員総会・懇親会	

５月		

８日	ＫＹＯのあけぼのフェスティバル実行委員会	

京都府男女共同参画センター運営協議会 
１５日	第８２回会員サロン	

内	 容：「映画に見るトランプのアメリカ」	

	 	 講	 師：同志社大学	 前学長	 村田	 晃嗣	 氏	

２２日	京都商工会議所常議員会	

２３日	京都商工会議所女性会連合会総会、本女性会総会	

国際ビジネス促進協議会運営委員会	

６月		

１日	関西商工会議所女性会連合会総会	 大津大会	

５日	京都ブランド推進特別委員会	

８日	京都市情報公開・個人情報保護審議会	

モントリオール商工会議所と京都商工会議所の懇談会	

１４日	輝く女性応援京都会議企画委員会	

２５日	京都市男女共同参画市民会議運営委員会	

２８日	全国商工会議所女性会連合会理事会	

３０日	第４０回少年を明るく育てる京都大会	

７月		

４日	第２３回七夕チャリティーコンサート	

２３日	全国都道府県対抗女子駅伝競走大会京都府チーム役員会・総会・懇親会	

２４日	京都商工会議所常議員会・通常議員総会	

２５日	夏の夕べを楽しむ会	

２６日	京都商工会議所常議員会・通常議員総会	

２７日	京都市情報公開・個人情報保護審議会	

８月		

７日	輝く女性応援京都会議	

９月		

５日	きものサミットｉｎ京都２０１８	

６日	京都スポーツの殿堂委員会	

１２日	第１０回京商政策フォーラム	

１３日	９月例会	

	 	 テーマ：「大和学園新キャンパス見学」	

	 	 内	 容：京都調理師専門学校長による講演、学園生徒による実習食、学園内見学	

２５日	京都商工会議所常議員会	

２６～２７日	秋季会員交流会	

	 	 テーマ：「ＤＩＳＣＯＶＥＲせとうちの旅」	

	 	 内	 容：尾道・倉敷方面（鞆の浦、guntu・せとうちSEAPLAINES、尾道市立美術館、旧大原住宅）	

２８日	大阪商工会議所女性会創立６０周年記念式典	 

～人間性と公共心に溢れた女性経済人を目指して～ 
 
・女性の知恵と元気で京都の特性を活かし、地域経済の発展と文化の創造に貢献する 
・会員相互の信頼と連帯を深め、組織運営の強化・会員増強を図る 
・健全な青少年育成・福祉の増進、環境保全への取組み 
・情報ネットワーク化社会に対応できる適切な判断力を養い、より一層の資質の向上を目指す 
・女性起業家の育成 

京都商工会議所女性会 2018 年 10 月発行	

第４９号	

「女性の元気が未来を築く」 



第８２回	 会員サロン	

月	 日	 ：	 平成３０年５月１５日（火）	
時	 間	 ：	 １１：３０〜１３：３０	
場	 所	 ：	 ホテル日航プリンセス京都「ローズの間」	

演	 題	 ：	 「映画に見るトランプのアメリカ」	
講	 師	 ：	 同志社大学	 前学長	 村田	晃嗣	氏	

内	 容	

	 第 82 回会員サロンは日米外交のエキスパートであり、またその論客家と

して高名な村田晃嗣氏に講演をしていただきました。	

	 映画にも造詣の深い村田氏は、冒頭、19 世紀末に登場した「映画」につ

いて「民主主義」と似て非なるものと語られました。一人では作れず、製

作に沢山の人が関わり、沢山の人が見る映画は、時に反権力であったり、

リベラルな意見が込められることもあり、私達に身近なアメリカ映画を通

して映画（ストーリー性）と政治（統治）の接近について語られ、ハリウ

ッド映画が広く米国民の意識に大きく影響を及ぼしている現実を私達に知

らしめて下さいました。	

	 また、昨今のアメリカ映画作品を 10 作以上紹介していただき、

しっかり考えて映画を観る・自分のジャンルを持って観ると良いと

示唆されました。	

	 講演終盤では、対中国、韓国、北朝鮮へのアメリカの外交政策に

も触れられました。世界の中の日本の立場の現状にも話が及び、現

代は情報の洪水でもあるので、映画同様一人ひとりがよく考えてい

くことの大切さを改めて教えられた、有意義なそして大変楽しいサロンでした。	

	

（参加者 49 名（ゲスト 9 名）	 事務局 2 名含む）	

担当：文化・経済委員会	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

京都府商工会議所女性会連合会総会	

京都商工会議所女性会総会および合同懇親会	
月	 日	 ：	 平成３０年５月２３日（水）	
場	 所	 ：	 京都ブライトンホテル	

内	 容	

	 京都府商工会議所女性会連合会（京都・舞鶴・福知山・綾部・

宇治・宮津・亀岡・城陽）の総会に引き続き、京都商工会議所女

性会総会が開催されました。商工会議所女性会の歌斉唱の後、毛

利会長より「人間性と公共心に溢れた女性経済人を目指して」を

基本的な活動方針として、様々な活動を行ってきたことが報告さ



れました。さらに今年度は次年度開催の第 31 回関西商工会議所女性会連合会総会	 京都大会開

催に向け準備を進めるとともに、京都府内の商工会議所女性会や、全国各地の女性会との交流

を重ねることなどにより、女性会相互の連携をより一層深めるとの開会の挨拶がありました。	

	 その後、議事に入り、平成 29 年度事業報告及び収支決算に関する件、平成 30 年度事業計画

及び収支予算に関する件が原案通り異議なく承認され、最後に、新入会員 3名（深田眞輝江様、

宮田千津代様、北川葉子様）のご紹介があり、田中峰子副会長のご挨拶で総会は終了しました。	

	 引き続き、京都府商工会議所女性会連合会と京都商工会議所女性会の合同懇親会が開催され

ました。毛利会長の開会挨拶に続き、ご来賓の京都府知事西脇隆俊様、京都市長門川大作様、

京都府商工会議所連合会会長立石義雄様からご祝辞をいただきました。その後、田中田鶴子名

誉会長の乾杯のご発声で、和やかな懇親会が催され一層の親睦を深めることができました。最

後に京都府商工会議所女性会連合の藤岡美紀子副会長の中締めの挨拶で、合同懇親会を閉会い

たしました。		

	

（出席者 52 名	 事務局 3 名含む）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

関西商工会議所女性会連合会総会	 大津大会	

月	 日	 ：	 平成３０年６月１日（金）	
場	 所	 ：	 びわ湖大津プリンスホテル	

内	 容	

	 「〜比えいの山とびわ湖に囲まれた湖都・古都大津〜」というキャッチフレーズのもと、「第

30 回	関西商工会議所女性会連合会総会大津大会」が開催されました。	

	 はじめに、尾﨑公子連合会名誉会長のピアノ伴奏で商工会議所女性会の歌を皆で斉唱し、河

内幸枝連合会会長より、2 府 5 県より 58 女性会 630 名を超える参加との報告がなされました。

御年 96 歳の尾﨑名誉会長からは「現状の維持に甘んじず未来を見据えて新たな一歩を踏み出し

ましょう」とご挨拶がありました。	

	 また、三日月大造	滋賀県知事、越直美	大津市長、大道浪夫	大津商工会議所会頭より祝辞が

披露されるとともに、藤沢薫	全国商工会議所女性会連合会会長からお祝いのメッセージが届け

られ、各地女性会紹介では、参加会員がそれぞれのハンカチを振って賑やかに挨拶をしました。	

	 総会議事は、平成 29 年度事業報告ならびに収支決算、平成 30 年度事業計画案ならびに収支

予算案、今後の総会の運営についての案がいずれも原案の通り承認されました。	

	 引き続いて次回開催地である京都商工会議所女性会	毛利ゆき子会長の挨拶とともに



「Kyoto・未来創生〜新たな次代へ〜」のテーマで作成した京都大会の PR 動画を紹介し、舞台

上ではメンバー全員で団扇を手に「おこしやす」と京都大会への参加を呼びかけました。	

	 その後、大津絵師	5 代目高橋信介氏の「大津絵の世界	―教えと心―」と題した講演会が開催

されました。もともと仏画より始まった大津絵は仏教や土俗信仰が盛んになってきた徳川初期、

寛永年間頃に生まれたとされています。島原の乱を契機に幕府からキリスト教禁止の布告がな

され、非キリシタンの証明書のような役割を持っていたと、歴史的な背景を感じるお話を伺い

ました。舞台上では実際に絵師の方が 3 種の大津絵を描いてくださりながら、絵の持つ意味を

熱心に語って下さいました。また、大津絵踊り保存会の方による踊りの披露もされ大津絵の魅

力に引き込まれました。	

	 懇親会は大津商工会議所女性会有志メンバー「びわーず」による楽しい歌と男性カルテット

「メリーフォローズ」のメンバーによる力強く、時にやさしい歌声が披露され、各地女性会の

会員が和やかな雰囲気で交流を深め閉幕しました。	

	

（出席者 39 名	 事務局 2 名含む）	

	

	

	

	

	

	

	

	

第４０回少年を明るく育てる京都大会	
月	 日	 ：	 平成３０年６月３０日（土）	
場	 所	 ：	 島津アリーナ京都	

内	 容	

	 京都市少年補導委員会村井副会長の大会宣言により、第 40 回少

年を明るく育てる京都大会が開会されました。	

	 京都府警察音楽隊の凛としたファンファーレの後、国歌斉唱に続

き主催者代表・千玄室大会会長代理よりご挨拶が代読されました。

続いて西脇知事より、少年犯罪の数は戦後最少数を記録しているが、

内容としては、いじめ・自殺・児童虐待など、子供たちを取り巻く

情勢は依然厳しく、問題が山積しているということをお聞きしました。	



	 そして、京都市長代理のご挨拶の後、緒方京都府警察本部長からは、府内の少年犯罪数は減

少傾向にあるものの、大麻の乱用・小学生の万引き・SNS 利用型犯罪に巻き込まれるなど、犯罪

の形態が変化していること、そんな中、我々は少年を加害者にも被害者にもさせないことが大

切だというお話があり、最後に大会宣言の「我が子と他人の区別なく、子供たちを地域で守り、

地域で育てる」が唱えられ、第 1部は終了しました。	

	 その後、休憩時間を利用して、京都府警察音楽隊とカラーガード隊とのコラボレーションが

披露されました。続いての第 2 部は、中学生による堂々とした発表に続き、可愛らしい保育園

児さんの鼓笛隊や、未来に向けてのメッセージ「輝き」をイメージとした中高生吹奏楽部の素

晴らしい演奏などを聞かせていただき、一同感動致しました。	

	 大会後は、京都ブライトンホテルに移動し、昼食交流会を開催しました。	

	

（参加者約 3,300 名（うち女性会からは 20 名	 事務局 1 名含む））	

担当：環境・福祉委員会	

	

	

	

第２３回	七夕チャリティーコンサート	

月	 日	 ：	 平成３０年７月４日（水）	
時	 間	 ：	 １９：００〜２１：００	

場	 所	 ：	 京都コンサートホール	 大ホール	

内	 容	

指	 	 	 揮	：山下	 一史	

ヴォーカル	：LE	VELVETS	

管	 弦	 楽	：京都市交響楽団	

	

曲	 目	

第一部〜オペラの名曲セレクション〜	

オッフェンバック：喜歌劇「美しきエレーヌ」序曲	

プッチーニ：	 歌劇「マノン・レスコー」間奏曲	

レオンバルロ：歌劇「道化師」間奏曲	

マスカーニ：歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」間奏曲	

マスカーニ：歌劇「友人フリッツ」間奏曲	

ニコライ：歌劇「ウィンザーの陽気な女房たち」序曲	

	



第二部〜LE	VELVETS と共に〜	

’O	SOLE	MIO	

LA	DANZA	

川の流れのように	

寒月	

ADAGIO	

TIME	TO	SAY	GOODYE	

	

七夕チャリティーコンサート開催趣旨	

「七夕チャリティーコンサート」は 1995 年の京都コ

ンサートホールの開館を機に、京都商工会議所女性

会の中核事業として毎年開催しています。	

「女性活躍推進法」のもと、女性活躍の加速化を図

るとともに女性の積極的な登用が呼び掛けられる中、

当会としても女性が活躍できる社会に向けて微力を

尽くすとともに、これまで以上に積極的に地域経済発展に、また、京都が誇る伝統文化の継承

や青少年の育成、福祉の増進に努めています。	

	 尚、このチャリティーコンサートの剰余金は、京都新聞社会福祉事業団への寄付等にも役立

てています。		

	

内	 容	

	 第 23 回コンサートは日本唯一の自治体直営のオーケストラである京都交響楽団に、男性ヴォ

ーカルグループ「LE	VELVETS」をゲストに迎えて開催致しました。	

	 第一部では、「歌声」繋がりということで、京都市交響楽団によるオペラの名曲の数々が演奏

されました。第二部では、その名の通りベルベットのような柔らかいハーモニーと上品な佇ま

いの男性ヴォーカルグループ「LE	VELVETS」の登場で、会場内は一気に華やかな雰囲気に包ま

れました。楽しいおしゃべりを挟みながら、テノール 3人、バリトン 1人による素晴らしい歌

声を 6曲お聞かせいただきました。鳴り止まない拍手の後、アンコールはプッチーニの歌劇：

トゥーランドットより「誰も寝てはならぬ」でした。	

	 会場内に感動に満ちた余韻を残して、コンサートは成功裏に終了しました。	

	

後	 援	

京都府・京都市・京都商工会議所・京都新聞・KBS 京都	

	

（参加者約 1,800 名（うち当会からは 79 名参加	 事務局 3 名含む））	

担当：文化・経済委員会	



夏の夕べを楽しむ会	

月	 日	 ：	 平成３０年７月２５日（水）	
時	 間	 ：	 １７:３０〜1９:３０	

場	 所	 ：	 からすま京都ホテル	 ２階「双舞の間」	

内	 容	

	 第 23 回七夕チャリティーコンサートの慰労会である「夏の夕べを

楽しむ会」が開催されました。	

	 初めに毛利会長より「今年のコンサートは例年と少し趣向が違い、

1部は京都交響楽団のクラシック演奏、2部では、その名の通りベル

ベットのような柔らかいハーモニーと上品な佇まいの男性ヴォーカ

ルグループ「LE	VELVETS」（ル	ヴェルヴェッツ）をゲストに迎えた

歌声と演奏というボリュームのある内容でした。皆様のご協力のおかげで大成功に終えること

ができました。当日のお天気は台風を心配していましたが、天が味方してくれました。会員の

皆様には企画からの段取りや当日の運営にまで幅広く動いて頂き、更に、今回特に沢山の協賛

広告を出して頂き、感謝申し上げます。また、会員以外の企業広告も沢山頂き、当女性会にと

って大変有意義な事業であったと思います。」とのご挨拶がありました。その後は美味しいお食

事を頂戴し、各テーブルでお話が盛り上がり、和やかな懇親の場となりました。	

	 平成最後の記念すべきコンサートは、このような形で終えることができました。	

	

（参加者 64 名	 うち事務局 2 名含む）	

	

	

	

９月例会	

日	 時	 ：	 平成３０年９月１３日（木）	
時	 間	 ：	 １０：４０～１４：００	

場	 所	 ：	 大和学園	 太秦キャンパス	

演	 題	 ：	 「美味しい食が健康を作る」	

講	 師	 ：	 学校法人大和学園	 京都調理師専門学校	 校長	 仲田	 雅博	 氏	

内	 容	

	「食文化・健康」をテーマに、京都・太秦の地に本年 4月開学された大和学園新キャンパスに

て、その取り組みを見聞しました。大和学園では調理師の養成だけではなく、社会に向けて「食」

の素晴らしさを積極的に発信され、独自の教育を展開されています。	



	 ご講演では、2013 年 12 月 5 日、日本の和食がユネスコ無形文化

遺産に登録されたことを受け、日本料理はなぜ世界に注目されてい

るのかを解説して頂きました。薬食同源のお話から始まって、日本

料理の基本となる「だし」のお話、「季節の美しい食材」のお話、「す

ぐれた栄養バランス」であるというお話、そして、神に捧げて、神

から戴くという文化的な側面のお話等、日本人の伝統的な食文化に

ついて学習させて頂きました。	

	 その後、和食・日本料理	上級科の学生が運営する実習レストラ

ンにて、京都の食材を用いた会席料理を頂きました。レストランは

プロの現場さながらの設備機器が整い、専門的な技術、知識、実践

力をも養う教育現場で、学生さん達はそこで料理、接客サービス、

会計までの一連を実践されています。御料理を頂いた後はアンケー

トに協力させて頂きました。学生さん達はアンケートを参考に、自らさらに経営課題を見つけ

る力を養われるとのことでした。	

	 昼食後はキャンパス内施設を案内して頂きました。実習室は、最先端の厨房・実習設備が整

い、即戦力となる調理師を養成しておられる現場でした。授業中の様子を参観させて頂き説明

を受けました。実習室に加えて、「京料理」をテーマにしたミュージアム「taiwa	Museum」も見

学しました。そこでは京料理や和菓子に関する食文化について発信されていて、実習レストラ

ンとともに、地域の交流を活性化し、賑わいを創出することを目的とされています。	

	 食の大切さをより一層学ぶとともに、ホスピタリティ分野のスペシャリスト育成にとどまらず、

環境保全・地域創生への協力などにも取り組んでおられる学園の姿勢を学ばせて頂きました。	

	

（参加者：45 名	 うち事務局 2 名含む）	

担当：環境・福祉委員会	

	

	

	

秋季会員交流会	

日	 程	 ：	 平成 30 年 9 月 26 日（水）〜27 日（木）	
場	 所	 ：	 尾道・倉敷方面（鞆の浦－尾道－倉敷）	

内	 容	

	 今年の秋季会員交流会は「DISCOVER せとうちの旅」と題して鞆の浦や尾道、そして倉敷を訪

れました。また今話題沸騰中のスポットや一流の施設を訪れて刺激をいただく機会ともなりま

した。	



	 京都から新幹線で福山に到着すると、まずはバスで鞆の浦を訪れました。ここは広島でも屈

指の風光明媚な土地であり、江戸時代には「潮待ちの港」として栄えた町です。「いろは丸」に

まつわる奇跡をたどったり、映画のロケ地としても名高いレトロな町並みを散策しました。	

	 昼食はホテル欧風亭にて、せとうちを眺めながら海の幸を堪能しました。この時、ホテル社

長の村上氏より、鞆の浦は 2009 年に勝訴した景観論争により、歴史的、文化的価値を有した景

観保全に至ったというお話を伺いました。	

	 尾道ではせとうち SEAPLANES から瀬戸内海に浮かぶ小さな宿として、1年前に就航したばかり

の guntu（ガンツウ）を館内見学させていただきました。guntu はこれまでの一般的な客船とは

違い、細部に海との調和がデザインにあしらわれ、木のぬくもりが感じられる夢のような空間

を有した客船でした。	

	 宿泊先の「ベラビスタ	 スパ＆マリーナ尾道」は大人のリゾートライフを感じられる空間で

した。夕食の懇親会は海をみおろすレストランで、会員相互の親睦を深めるひとときとなりま

した。またホテル内では「ディスカバーリンクせとうち」社長の出原昌直氏にご講話いただき、

町おこしのご功績や、それにまつわる紆余曲折のお話を伺いました。次世代に残したい未来を

描いた長期スパンでのお考えに触れられましたが、これは京都にも共通する課題で、とてもい

い刺激になりました。	

	 翌日は尾道美術館を訪れ、学芸員の梅林様解説の中、尾道を拠点に理想の旅を実践した「小

林和作氏の旅する文化人展」を鑑賞しました。その後は尾道を後にして倉敷へ移動し、国指定

重要文化財の旧大原家住宅を訪れました。ここでは大原家のあゆみや展示品はじめ、蔵書にか

こまれた空間などを見学しました。また自由に美観地区を散策しました。	

	 今回の交流会は、総じて歴史的かつノスタルジックな町を訪問することで、京都の良さやこ

れから取り組むべき事などを再発見し、研鑽を積む機会となりました。また雨の予報にも関わ

らず素晴らしいお天気にも恵まれ、会員の相互の交流を深める良い機会となりました。	

	

（参加者：34 名	 うち事務局 1 名含む）	

担当：会員・交流委員会 

 
 
 



 
新規会員のご紹介・退会者のお知らせ 

平成３０年５月入会	

北川	 葉子さん（会員・交流委員会）	

平成３０年７月入会	

松尾	 明美さん（広報・情報委員会） 

平成３０年９月退会	

西村	 勝代さん（会員・交流委員会）	


